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【テント基地】 

テント基地は、発生農場周辺に設置し、農場内の防疫作業を指揮・支援する 

 

１ 対応班・係 

・ 県防疫対応班発生地係（家畜防疫員） 

・ 家畜防疫連絡調整員 

・ 現地防疫対応班テント基地係（現地応援隊含む） 

・ 現地保健班 

 

（１） テント基地の設営 

ア ウイルスの拡散防止に必要となる発生農場におけるゾーニング（清浄ゾーン・  グレー

ゾーン・汚染ゾーンの区域分け）を行い、テント等資機材の配置場所を確認する。 

イ 汚染ゾーンからの出口（防疫作業従事者用、重機等車両用）は、必ず消毒設備を設置す

る。 

ウ 防疫作業従事者が到着するまでに設営を完了する。 

エ 複数個所で殺処分、埋却等の防疫作業を実施する場合は、各箇所に対して適切な指

揮・支援が行われる体制を構築するよう柔軟に対応する。 

オ 天候の状況、地面の状態により、テントの横幕の設置、地面にパレットやコンパネを敷く

等の対応を行う。 

 

（２） テント基地内に設けるエリア 

テント基地は清浄ゾーンとグレーゾーンに区分される。まん延防止および作業に従事する

者への感染防止が確実かつ円滑に作業が実施されるよう、各ゾーンに必要なエリアを配置

する。 

各エリアにおいては農場規模、防疫作業従事者の人数等を考慮してスペースを確保し、

必要に応じたテントを設置する。 

 

ア 清浄ゾーン 

(ア) 本部テント 

テント基地全体を運営・指揮する事務所。防疫作業の進行状況等の管理、現地対策

本部等との通信などを行う場所。 

(イ) 防疫資機材保管エリア 

防疫作業に必要な防疫資機材の保管・管理を行う場所。 

(ウ) 防護具の着衣エリア 

発生農場等における防疫作業の従事前に防護具を装着する場所。（長靴を再利用
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する場合はこのエリアは長靴を履いた後をグレーゾーンとして設定する。） 

(エ) 手洗いエリア 

防疫作業終了時または休憩時の防護具脱衣後に手洗いを行う場所。 

(オ) 休憩エリア 

飲食を含む休憩・輸送バス到着まで防疫作業従事者の一時待機を行う場所。 

(カ) 救護エリア（救護所） 

防疫作業従事者等にけがや体調不良が発生した場合に応急処置を行う場所。 

(キ) 仮設トイレエリア 

仮設トイレを設置する場所。 

(ク) 輸送バス乗降エリア 

防疫作業従事者等を輸送するバスを停留させる場所。 

(ケ) 消毒エリア 

テント基地に出入りする車両等の消毒を行う場所。 

 

イ グレーゾーン 

(ア) 消毒エリア 

防疫作業の従事後に、従事者の全身および靴底を消毒する場所。汚染ゾーンから

持ち出す物品を消毒する場所。 

(イ) 防護具の脱衣エリア 

発生農場等における防疫作業の従事後に防護具を脱着する場所。 
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【テント基地のゾーニングと作業者の装備】 
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【テント基地全体】

注：着衣および脱衣テントの詳細については「別冊１防護具着脱手順」参照 

：人の動き   ：資材等の動き   ：区域境界目印 

仮設トイレ 
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【入場時の動線例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【退場時の動線例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※長靴を再利用する場合には、長靴装着後はグレーゾーン 

机（資材置場） 

：三角コーン等（境界目印） 

清浄ゾーン 

汚染ゾーン 
ブルーシート 

※（着衣テント②内） （着衣テント①内） 

（防塵マスク、ゴーグル、内側・外側手袋装着） 
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（３） 防疫作業従事者の移動にともなう連絡調整等 

テント基地、集合場所の家畜防疫連絡調整員は、防疫作業従事者輸送用の車両の

発着等について連絡調整を行う。入場の際、テント基地が混雑する場合は、次クールの

防疫作業従事者を、輸送用バス内で待機させる。 

現地防疫対応班集合場所係は、防疫作業従事者を輸送するバスへの乗降の際の誘

導、安全確保、車両消毒等を行う。また、テント基地からの乗車の際には、ブーツカバー

の使用やスリッパの履き替え等により車内の汚れ防止に配慮する。 
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【集合場所】 

  集合場所では、防疫作業従事者が集合し、作業従事前後の健康調査や作業準備を行う。 

   

【対応班・係】 

・ 現地防疫対応班集合場所係（現地応援隊含む） 

・ 現地保健班 

・ 県防疫対応班集合場所係（家畜防疫員） 

・ （必要に応じて配置：家畜防疫連絡調整員） 

 

（１） 集合場所の設営 

ア 現地防疫対応班調整係が確保した会場を確認し、設営を行う。 

イ 設営は、第１クールの防疫作業従事者が集合するまでに設営を完了する。 

 

  【集合場所のレイアウト（例）】 

 

＜防疫作業従事前の作業＞ 

・受付 

・健康調査 

・班分け（班長指名） 

・手荷物の預かり、管理 

・防護服、キャップ着衣 

・作業内容説明 

＜防疫作業従事後の作業＞ 

・健康調査、抗ウイルス薬の予防的投与（処方） 

・手荷物の返却 

＜その他＞ 

・更衣、食事等 
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【集合場所における作業従事前の動線例】 

 

 

 

（２） 防疫作業従事者の集合 

県防疫総括班は、防疫作業の開始時間に基づき、健康調査や防護服着衣、移動に要

する時間を勘案して集合時間を決定し、県庁各部局主管課および各地域対策本部を通

じ、防疫作業従事者に通知する（農場への出発時間の概ね１～２時間前を集合時間の目

安とする）。 

 

（参考：健康調査の結果、作業不適と判断された防疫作業従事者への対応） 

作業不適と判断された作業者には、集合場所リーダー、家畜防疫員、健康調査担当

者との協議のうえ、本人の健康状態等に応じて集合場所の運営補助、帰宅等を指示

する。 

 

  （３） 防疫作業従事者の健康管理 

 ア 班分け 

家畜防疫員は、班分け札を事前に準備する。班分け札は、防疫作業従事者一人

一人に班分けの結果を記載して配布するもので、ラベルシール等で作成する。県防

疫対応班総務係が決定した防疫作業従事者の配備計画に基づき、防疫作業従事

者を振り分ける各班の必要人数分を作成する。 

 

【班分け札の見本】 
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家畜防疫員は、防疫作業従事者リストに記載される従事場所等の制限および集

合場所で実施する健康調査（※）により示された条件に従い、防疫作業従事者を適

切な班に振り分け、従事場所および作業に制限がある場合には、班分け札に追記

する（別紙１参照）。 

※ 健康医療福祉部局担当課が別途定める健康調査マニュアルに基づいて実施す

る 

 

【班分け札の見本（従事場所および作業に制限がある場合）】 

 

 

 

 

家畜防疫員は、班分けの結果について防疫作業従事者本人に伝えるとともに、

班分け札を渡して着衣の胸部に貼るよう指示する。また、防護服への記入の際にも

れなく記載するよう指示する。 

 

 イ 防護服への記入 

 防疫作業従事者は、作業従事場所および作業内容に制限のある場合、防護服へ

の氏名、班名等の記入に合わせて、制限内容についても明示する（別紙２－１、２－

２参照）。 

 集合場所係員は、必要に応じて防疫作業従事者を補助する。 

 

（４） 防疫作業従事者の移動にともなう連絡調整等 

ア 第１クールの防疫作業従事者は、病性判定までに出発準備を整え、集合場所に待

機する。防疫措置開始時間に合わせ、家畜防疫員の指示により、農場への移動を

開始する。 

イ 集合場所、テント基地の家畜防疫連絡調整員は、防疫作業従事者輸送用バスの

発着等について相互に連絡調整を行う。（ただし、集合場所に家畜防疫連絡調整

員が配置されない場合は、現地防疫対応班集合場所係が行う。） 

ウ 現地防疫対応班集合場所係は、集合場所で防疫作業従事者リスト（別記様式３）

を印刷して防疫作業従事者の班長に手渡し、移動前後の人員確認、点呼等を実

施するように指示および補助する。また、防疫作業従事者リストをテント基地の家

畜防疫員に手渡すように指示する。 

 

（５） バスへの対応 

ア 現地防疫対応班集合場所係は、農場等までの経路、バスの乗降場所、消毒ポイ

②クール 
サポ  

②クール 
サポ  ｓ 軽 
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ント等について、バス運行者に指示する。必要に応じてバスに添乗する。 

イ 現地防疫対応班集合場所係は、必要に応じて、バス車内の汚れ防止対策に必要

な履き替えようのスリッパ、ブーツカバー等をバスに積載する。 

ウ 現地防疫対応班集合場所係は、以下の時バスのタイヤ周辺の消毒を行う。 

・ 農場においてバスが出発する時（防疫作業従事者が乗車した後） 

・ 集合場所において農場からバスが到着した時（防疫作業従事者が降車する前） 

そのために必要がある場合は、バスの車内に蓄圧式噴霧器を積載する。集合場

所に消毒ポイントが設置されている場合は、消毒ポイント係が車両消毒を行う。 

 



班 配置場所 作業内容

従事者リスト 個人票

従事場所を
制限

軽作業のみ
従事可

感染鳥類等に
接触しない作業
のみ従事可

鳥類を飼育

サポート
班

テント
基地

清浄ゾーン

防護具の着衣補助

〇

〇テント基地での作業補助
（資機材の運搬、補充、救護
所補助等）

グレーゾーン

防護服の脱衣補助
（手指消毒補助含む）

×
消毒薬の補充、交換

農場内への資材搬入

グレーゾーン
（汚染ゾーン
との境界部）

消毒作業（従事者や車両等）
※防護服はフル装備 ×

農場班
農場内

（汚染ゾーン）

家畜の殺処分作業

×

汚染物品（卵、飼料、鶏糞等）
回収作業

消毒作業

埋却地班
埋却地（農場外含む）
（汚染ゾーン）

埋却作業（消石灰散布補助、
記録）

焼却地班
焼却施設等
（清浄ゾーン）

焼却作業（密閉容器の運搬、
投入等） × 〇

防護服への記入 サポ 軽 サポ S

条件付き作業者の班分け・配置場所 【別冊３】 別紙１



参考：防疫作業従事者リスト
クールごとに防疫作業従事者を選定、リストを作成し、県防疫総括班
（畜産課）から送付。

集合場所において班分けをする際は、 の項目を確認のうえ実施すること。



令和7年  月  日改訂

　※太枠の中のみ記入してください

    (記入日 　　　年　　　月　　　日)

年　　　月　　　日生

(満 歳)

自宅・携帯　　　　－　　　　－

職場 電話 (         )     －

動員名簿作成時の条件　（該当に〇）

鳥類（ペット含む）の飼育の有無（いずれかに〇） 　有　・　無

＜健康確認セルフチェック＞

体温測定 血圧測定 ※ 高血圧症の人や当日血圧が気になる人のみ測定

★体温が３７．５度以上

★収縮期血圧１８０mmHg以上または拡張期血圧が１１０mmHg以上

★健康確認セルフチェックの質問事項の回答に「はい」がある

★収縮期血圧１６０～１７９mmHgまたは拡張期血圧が１００～１０９mmHg →

＜感染症問診＞

２ 3日以内に家族でインフルエンザに罹患した人がいる

３ のどの痛み、鼻汁、咳などの呼吸器症状はありますか

　診察年月日：　　年　　月　　日　担当医師名：

（班分け担当者）

※ この個人票は班分け後に回収しますので持ち帰らないでください。

※ 従事不可と診断された人は必ず所属長に報告してください。

　　時　　　　分 　℃

軽作業のみ従事可
(サポート班の汚染ゾーンとの境界部を

除く作業）

回　答　欄

　　　　　　／　　　　　（　　　　／　　　　）

家畜防疫作業に従事できません

【医師所見記入欄】
　
　
　
　

医
師
記
載
欄

１ 妊娠中あるいは妊娠の可能性がありますか はい・いいえ

２ 本日、作業に支障があるような体調不良がありますか はい・いいえ

【「はい」の場合、体調不良の内容について、当てはまるものに〇をしてください】

　頭痛　・　腹痛　・　胸痛　・　めまい　・　耳鳴り　・　脈の乱れ　・　吐き気　・　下痢
　
　作業に支障があるような整形外科的症状

　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　担当者確認済□　動員□　要診察

はい・いいえ

１ インフルエンザと診断され、発症後5日を経過したが、解熱後2日を経過していな
   い

はい・いいえ

質問事項

高病原性鳥インフルエンザ防疫作業従事者健康調査個人票（問診票・診療録）

班分け担当は、医師所見の結果、「すべての作業に従事可」であっても、動員名簿作成時の作業条件・鳥類
の飼育、健康確認セルフチェックの結果を優先して班分けを行う。

質問事項

４ その他に頭痛、関節痛、全身倦怠感、筋肉痛などの全身症状がありますか

５ 今まで抗インフルエンザ薬（タミフルやリレンザ等）でアレルギー反応がでたこ
   とありますか

回　答　欄

はい・いいえ

はい・いいえ
（具体的な症状：　　　　　　　　　）

はい・いいえ
（具体的な症状：　　　　　　　　　）

Ｎｏ．

職員番号
男
・
女

生年
月日

昭和

氏名
ふりがな

平成

自宅住所 連
絡
先所属

従事場所の条件なし・　従事場所はサポート班に限る（汚染ゾーンとの境界部を除く）

拡張期血圧　／　収縮期血圧　（　再測定値　）測定時刻 体温

前
作業開始前様式３－２【初回用】

すべての作業に従事可 ・ 感染鳥類等に接触しない作業のみ従事可 ・ 従事不可

参考：健康調査票個人票
（HPAI等）

集合場所において班分けをす
る際は、 の項目を確認
のうえ実施すること。



防護服への記名 (2枚)

防護服２枚とも

・前面および背面

4

・作業クール（〇）
、班、氏名（名字）を記入

①

サ
ポ

① サポ

氏名（名字）

【班記載例】
農場１班：農１
サポート班：サポ
埋却地班：埋

氏
名
（
名
字
）

作
業
ク
ー
ル
番
号 番号

氏名は名字のみ
カタカナでも可

【別冊３】 別紙２－１



サポート班で作業等が制限される

場合の班名の記載

①
サ
ポ

氏
名
（名
字
）

① サポ

氏名（名字）

・ グレーゾーンのうち汚染ゾーンとの境界部 不可
（防護服のフル装備が必要な消毒作業等不可）
・ 軽作業のみ従事可

サ 軽

・ 清浄ゾーンのみ可 サ S

S

軽

【別冊３】
別紙２－２


